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地
方
に
お
け
る
人
口
減
少
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
亡
く
な
り
、
そ
の

土
地
や
金
融
資
産
が
、
都
会
に
居
住
す
る
息
子
、
娘

に
相
続
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
過
疎
が
先
行
し
て
進
ん
だ
島
根
県
益
田
市

匹
見
町
で
、
土
地
所
有
状
況
を
2
0
0
6
年
に
調
査

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
点
で
、
匹
見
町
内

に
住
む
人
が
所
有
す
る
土
地
の
割
合
は
、
52
・
9
％

ま
で
落
ち
て
い
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
半
分
近
く
の
土

地
が
不
在
地
主
の
所
有
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
居
住

範
囲
は
全
国
26
都
府
県
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
主

な
人
口
流
出
先
の
１
つ
、
東
京
都
民
の
所
有
地
は
、

6
％
に
達
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
土
地
所
有
者

が
住
所
不
明
の
割
合
も
８
％
と
、
所
有
の
空
洞
化
も

進
ん
で
い
た
の
で
す
。

現
在
で
は
、
土
地
所
有
の
不
在
化
や
空
洞
化
の

割
合
は
、
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

2
0
2
0
年
の
国
土
交
通
省
調
査
で
は
、
全
国
に
お

け
る
所
有
者
不
明
の
土
地
の
割
合
は
、
24
％
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
や
っ
と
相
続
登

記
の
義
務
化
や
相
続
土
地
の
国
庫
帰
属
制
度
の
創

設
、
所
有
者
不
明
土
地
・
建
物
の
管
理
制
度
な
ど
の

対
策
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
貯
金
等
の
金
融
資
産
の
流
出
も
顕
著
と

な
っ
て
お
り
、
三
井
住
友
信
託
銀
行
調
査
月
報

（
2
0
2
2
年
11
月
号
）
に
よ
れ
ば
、
今
後
30
年
間

に
お
い
て
、
東
京
圏
に
は
全
国
か
ら
58
兆
円
が
流
入

し
、
他
地
域
へ
の
流
出
額
を
差
し
引
い
て
も
、
相
続

の
発
生
に
伴
い
38
兆
円
の
資
産
増
加
と
な
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
家
計
金
融
資
産
の
4
割
超
が
東
京
圏
に

集
中
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
循
環
型
社
会
に
向
か
う
時
代
の
中
で

は
、
地
方
の
再
生
可
能
な
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ

主
役
で
す
。
東
京
に
土
地
所
有
権
や
資
金
を
集
め
て

も
有
効
活
用
は
進
み
ま
せ
ん
。
地
方
に
暮
ら
す
私
た

ち
は
、
ま
ず
、
急
速
に
市
町
村
に
お
け
る
土
地
、
資

金
の
流
出
状
況
の
実
態
把
握
を
進
め
る
べ
き
で
す
。

次
に
は
、
土
地
利
用
を
担
う
ロ
ー
カ
ル
コ
モ
ン
ズ
的

な
土
地
共
同
活
用
の
法
人
設
立
が
必
要
に
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を

促
進
す
る
太
陽
光
発
電
や
家
庭
用
蓄
電
池
、
Ｅ
Ｖ
等

を
初
期
費
用
ゼ
ロ
で
実
現
す
る
リ
ー
ス
会
社
を
立
ち

上
げ
、
高
齢
者
の
金
融
資
産
を
地
元
投
資
し
て
い
た

だ
け
る
枠
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
す
。

手つかずの自然に囲まれた雲の上の町（高知県梼
ゆす

原
はら

町
ちょう

）

写真キャプション
清流四万十川の源流域に位置す
る「四国カルスト」。晴れた日に
は太平洋から瀬戸内海までを一
望できる。広い草原には羊の群
れのような白い石灰岩が点在し、
春から秋にかけて放牧された牛
がゆったりと草をはむ。悠々と広
がる草原には、別名「天空の道」
と呼ばれる絶景ドライブルートが
貫き、壮大な景色を堪能できる。

ど
う
防
ぐ
、
東
京
に
流
出
す
る

地
方
の
土
地
と
お
金

持
続
可
能
な
地
域
社
会
総
合
研
究
所
　
所
長

藤ふ
じ

山や
ま

　
浩こ

う

政

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想

令
和
５
年
度
地
域
力
創
造
施
策
に
つ
い
て
②

　

地
域
活
性
化
起
業
人
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企
業
人
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は
じ
め
に

は
じ
め
に

昨
今
の
地
方
移
住
へ
の
関
心
の
高
ま
り

や
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
た
テ
レ
ワ
ー

ク
環
境
等
の
充
実
、
企
業
の
兼
業
・
副
業

の
推
進
等
も
あ
り
、
地
方
で
活
躍
し
て
い

る
令
和
４
年
度
の
地
域
活
性
化
起
業
人
が

6
1
8
人
と
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

「
地
域
活
性
化
起
業
人
（
企
業
人
材
派

遣
制
度
）」（
以
下「
同
制
度
」と
い
う
）は
、

三
大
都
市
圏
に
所
在
す
る
企
業
等
の
社
員

が
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
活
か
し
、

一
定
期
間
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
地

域
独
自
の
魅
力
や
価
値
の
向
上
等
に
つ
な

が
る
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
で
、
地
方
自

治
体
と
企
業
が
協
力
し
て
、
地
方
圏
へ
の

ひ
と
の
流
れ
を
創
出
で
き
る
よ
う
、
総
務

省
と
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
取
組
で
あ

る
（
資
料
1
）。

本
稿
で
は
、
同
制
度
の
概
要
、
財
政
措

置
、今
後
の
展
望
等
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
私

見
で
あ
る
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
く
。

令
和
令
和
44
年
度
の
地
域
活
性
化
起
業
人

年
度
の
地
域
活
性
化
起
業
人

の
状
況

の
状
況

先
に
も
述
べ
た
通
り
、
令
和
４
年
度
に

お
い
て
は
、
全
国
で
活
躍
す
る
地
域
活
性

化
起
業
人
が
前
年
度
か
ら
2
2
3
人
増
加

し
、
率
に
す
る
と
約
1
・
6
倍
と
大
幅
な

地域活性化起業人（企業人材派遣制度）

対象者 三大都市圏に所在する企業等の社員（在籍派遣）
※三大都市圏に本社機能を有する企業等については派遣時に三大都市圏に勤務することを要しない

受入団体

期 間 ６ヵ月 ～ ３年

社会貢献マインド
人材の育成・キャリアアップなど

⇒ 民間企業の新しい形の社会貢献
⇒ 多彩な経験を積ませることによる人材育成・キャリアアップ
⇒ 経験豊富なシニア人材の新たなライフステージを発見

民間のスペシャリスト人材
を活用した地域の課題解決へのニーズ

⇒ 民間企業において培った専門知識・業務経験・人脈・
ノウハウを活用

⇒ 外部の視点・民間の経営感覚・スピード感覚を得ながら
取組を展開

自治体 民間企業

○ 地方公共団体が、三大都市圏に所在する企業等の社員を一定期間受け入れ、そのノウハウや知見を活かしながら

地域独自の魅力や価値の向上等につながる業務に従事してもらい、地域活性化を図る取組に対し特別交付税措置。

活動内容（例） 地域活性化に向けた幅広い活動に従事

特別交付税
措 置

○派遣元企業に対する負担金など起業人の受入れの期間中に要する経費 上限額 年間５６０万円／人

○起業人の受入準備経費 上限額 年間１００万円（措置率０．５）／団体
（派遣元企業に対する募集・PR、協定締結のために必要となる経費）

○起業人が発案・提案した事業に要する経費 上限額 年間１００万円（措置率０．５）／人

○観光振興 ○ICT分野（デジタル人材）

○地域経済活性化（中小企業のハンズオン支援）

①３大都市圏外の市町村

②３大都市圏内の市町村のうち、条件不利地域を有する市町村、定住自立圏に取り組む市町村

及び人口減少率が高い市町村

○地域産品の開発・販路拡大

○中心市街地活性化

（協定締結）

1,432市町村

等

※R5.4.1現在

地域活性化起業人の推移

地域活性化起業人（企業人材派遣制度）地域活性化起業人（企業人材派遣制度）
についてについて

資料１

総務省 地域自立応援課 理事官　小鍋 泰弘総務省 地域自立応援課 理事官　小鍋 泰弘

2023年（令和 5年） 9月11日　2第3253号

政　策

令和５年度地域力創造施策について②令和５年度地域力創造施策について②

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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増
加
と
な
り
、
過
去
最
高
と
な
る
6
1
8

人
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
資
料
2
）。

ま
た
、
地
域
活
性
化
起
業
人
を
活
用
す

る
市
町
村
数
は
、
前
年
度
か
ら
1
1
0
団

体
増
加
の
3
6
8
団
体
と
な
り
、
市
町
村

に
地
域
活
性
化
起
業
人
と
し
て
社
員
を
派

遣
し
た
企
業
も
64
社
増
加
の
2
5
2
社
と

な
っ
た
。　

派
遣
さ
れ
た
地
域
活
性
化
起
業
人
を
年

代
別
に
見
て
み
る
と
、
20
歳
代
が
12
・

4
％
、
30
歳
代
が
26
・
3
％
、
40
歳
代
が

27
・
2
％
、
50
歳
代
が
27
・
9
％
、
60
歳

代
以
上
が
6
・
2
％
と
な
っ
て
お
り
、
50

歳
代
が
最
も
多
く
、
ま
た
、
40
歳
以
上
で

約
6
割
を
占
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
同

様
に
地
方
へ
の
ひ
と
の
流
れ
の
創
出
を
目

的
と
し
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

そ
の
約
７
割
が
20
歳
代
と
30
歳
代
と
な
っ

て
い
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
地
域
活
性

化
起
業
人
は
、
企
業
で
の
豊
富
な
経
験
と

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
年
齢
の
比
較
的
高
い
層
が
活
躍
さ

れ
て
い
る
現
状
が
理
解
で
き
る
。

社
員
を
派
遣
し
た
派
遣
元
企
業
数
の
推

移
と
令
和
4
年
度
の
派
遣
数
上
位
企
業
は

資
料
3
の
通
り
で
あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

業
種
の
企
業
が
存
在
す
る
中
で
、観
光
系
、

運
輸
系
、
Ｄ
Ｘ
系
の
企
業
を
中
心
に
上
位

が
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

地
域
活
性
化
起
業
人
（
企
業
人
材
派

地
域
活
性
化
起
業
人
（
企
業
人
材
派

遣
制
度
）
の
概
要
等

遣
制
度
）
の
概
要
等

こ
こ
で
改
め
て
同
制
度
の
概
要
に
つ
い

て
述
べ
た
い
。

本
制
度
は
、
平
成
24
・
25
年
度
に
実
施

さ
れ
た
「
若
手
企
業
人
地
域
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
」と
平
成
25
年
度
に
実
施
さ
れ
た「
シ

ニ
ア
地
域
づ
く
り
人
」
の
流
れ
を
受
け
、

平
成
26
年
度
に
「
地
域
お
こ
し
企
業
人
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
開
始
さ
れ
た
の

が
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、「
地
域
お
こ

し
」
と
い
う
名
称
か
ら
想
像
さ
れ
る
活
動

だ
け
で
な
く
、
よ
り
幅
広
い
地
域
活
性
化

に
向
け
た
取
組
に
活
用
可
能
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
し
、
地
域
を
起
こ
す
企
業
人
材

の
仕
組
み
と
し
て
、令
和
3
年
度
よ
り
「
地

域
活
性
化
起
業
人（
企
業
人
材
派
遣
制
度
）」

と
名
称
を
変
更
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

地
域
活
性
化
起
業
人
の
対
象
と
な
る
者

は
、
三
大
都
市
圏
に
所
在
す
る
企
業
等
の

社
員
で
あ
り
、
在
籍
派
遣
の
形
態
と
し
て

活
躍
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

現
在
の
受
入
れ
可
能
な
市
町
村
は
、
①

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
1
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
8
0
0
0
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
2
0
0
0
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
8
0
0
0
億
円
の

う
ち
6
0
0
0
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
2

0
0
0
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

地域活性化起業人の人数等の推移について（令和４年度特交ベース）

○ 令和４年度の地域活性化起業人の人数は、前年度から２２３人増加し、６１８人となった。
○ また、活用する市町村数は、前年度から１１０団体増加し、３６８団体となった。

17団体 25団体 32団体
50団体 56団体 65団体

98団体

258団体

368団体

22人 29人 37人
57人 70人 95人

148人

395人

618人
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400
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600

700
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市町村 起業人

（人・団体）

地域活性化起業人の派遣元企業数等（令和４年度特交ベース）

15社 21社 23社
42社 45社

65社

95社

188社

252社
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○ 令和４年度の地域活性化起業人の派遣元企業数は、前年度から６４社増加し、２５２社となった。

名 称 派遣人数
株式会社JTB 38
株式会社ジャルセールス 37
ANAあきんど株式会社 30
日本航空株式会社 28
合同会社DMM.com 22
ソフトバンク株式会社 18
株式会社ぐるなび 17
株式会社ルネサンス 15
株式会社日本旅行 11
株式会社温泉道場 9
Modis株式会社 9
株式会社エイチ・アイ・エス 8
近畿日本ツーリスト株式会社 8
全日本空輸株式会社 8
クラブツーリズム株式会社 7
西日本旅客鉄道株式会社 7
サントリーホールディングス株式会社 6
ジェイアールバス関東株式会社 6
富士通Japan株式会社 6 
株式会社Founding Base 5
合同会社EXNOA 5
富士通株式会社 5

派遣元企業数の推移

企業例

※派遣人数の多い順に抜粋

資料２

資料３
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三
大
都
市
圏
外
の
市
町
村
、
②
三
大
都
市

圏
内
の
市
町
村
の
う
ち
、
条
件
不
利
地
域

を
有
す
る
市
町
村
、
定
住
自
立
圏
に
取
り

組
む
市
町
村
、
人
口
減
少
率
が
高
い
市
町

村
で
あ
り
、
令
和
5
年
4
月
時
点
で
1
、

４
3
2
市
町
村
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

受
入
れ
期
間
は
6
月
以
上
3
年
以
内
と

な
っ
て
お
り
、
活
動
内
容
と
し
て
は
、
地

域
活
性
化
に
向
け
た
幅
広
い
活
動
を
対
象

と
し
て
お
り
、
受
入
れ
市
町
村
と
派
遣
元

企
業
に
お
い
て
協
議
の
う
え
、
決
定
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

地
域
活
性
化
起
業
人
の
推
進
に
向
け

地
域
活
性
化
起
業
人
の
推
進
に
向
け

た
財
政
措
置
に
つ
い
て

た
財
政
措
置
に
つ
い
て

同
制
度
は
特
別
交
付
税
措
置
に
基
づ
く

制
度
で
あ
り
、
総
務
省
で
は
、
以
下
の
3

点
に
つ
い
て
、
特
別
交
付
税
に
よ
る
財
政

上
の
支
援
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

①�　

地
域
活
性
化
起
業
人
の
受
入
れ
の
期

間
前
に
要
す
る
準
備
等
経
費
（
上
限
額�

1
0
0
万
円（
措
置
率
0
・
5
）／
団
体
）

②�　

地
域
活
性
化
起
業
人
の
受
入
れ
の
期

間
中
に
要
す
る
経
費
（
上
限
額�

5
6
0
万
円
／
人
）

③�　

地
域
活
性
化
起
業
人
の
発
案
・
提
案

し
た
事
業
に
要
す
る
経
費
（
上
限
額�

1
0
0
万
円
（
措
置
率
0
・
5
）
／
人
）

本
制
度
は
、
地
方
自
治
体
が
自
主
的
・

主
体
的
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
っ
て
、
総

務
省
は
そ
の
取
組
実
績
を
事
後
的
に
調
査

の
う
え
、
上
記
の
通
り
、
特
別
交
付
税
措

置
を
講
じ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
派
遣
形
態
や
派
遣
期
間
中
の

地
域
活
性
化
起
業
人
の
勤
務
条
件
等
に
つ

い
て
は
、
派
遣
元
企
業
と
受
入
市
町
村
が

合
意
し
た
う
え
で
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
制
度
の
活
用
に
際
し
、
事
前
に
総
務

省
に
制
度
活
用
の
承
諾
等
を
取
る
必
要
は

な
い
。
た
だ
し
、
総
務
省
と
し
て
は
、
当
該

地
域
活
性
化
起
業
人
が
特
別
交
付
税
措
置

に
必
要
な
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
な
ど
の

情
報
提
供
等
を
行
う
た
め
、
受
入
れ
自
治

体
に
対
し
、
本
制
度
の
実
施
前
に
総
務
省
へ

連
絡
す
る
こ
と
を
運
用
上
求
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
関
し
、
総
務
省
は
「
地
域
活

性
化
起
業
人
（
企
業
人
材
派
遣
制
度
）
推

進
要
綱
」
や
「
地
域
活
性
化
起
業
人
の
活

用
に
係
る
Q
＆
A
」
を
示
し
て
お
り
、
こ

こ
で
そ
の
主
な
留
意
事
項
を
述
べ
た
い
。

・�

本
制
度
実
施
前
の
総
務
省
へ
の
連
絡
に

つ
い
て
は
、
派
遣
元
企
業
と
の
協
定
書

案
等
を
総
務
省
に
送
付
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
財
政
措
置
の
対
象
と
な
る
か

否
か
等
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

・�

同
一
の
派
遣
元
企
業
か
ら
複
数
名
派
遣

さ
れ
て
い
る
場
合
、
受
入
れ
自
治
体
1

団
体
あ
た
り
2
名
ま
で
を
特
別
交
付
税

の
算
定
対
象
と
し
て
お
り
、
受
入
れ
自

治
体
か
ら
給
与
等
を
支
払
わ
れ
て
い
る

者
及
び
派
遣
期
間
中
の
主
た
る
勤
務
地

が
受
入
れ
自
治
体
の
区
域
内
に
な
い
者

は
算
定
対
象
か
ら
除
く
も
の
と
す
る

（「
主
た
る
勤
務
地
」に
つ
い
て
は
後
述
）。

・�

同
一
の
受
入
れ
自
治
体
が
同
一
の
派
遣

元
企
業
か
ら
連
続
し
て
地
域
活
性
化
起

業
人
を
受
け
入
れ
る
場
合
、
本
制
度
の

対
象
は
3
年
を
上
限
と
し
、
た
だ
し
、

前
回
終
了
時
か
ら
1
年
を
経
過
し
た
場

合
に
は
、
前
回
対
象
と
な
っ
て
い
た
派

遣
元
企
業
か
ら
の
受
入
れ
で
あ
っ
て
も

対
象
と
す
る
。

・�

受
入
れ
期
間
と
し
て
は
6
か
月
か
ら
3

年
と
し
て
お
り
、
協
定
期
間
中
に
派
遣

す
る
者
を
変
え
る
こ
と
は
差
し
支
え
な

い
が
、
企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
た
者
に
つ

い
て
、
派
遣
期
間
が
継
続
し
た
6
か
月

以
上
で
な
い
場
合
は
、
当
該
者
は
特
別

交
付
税
措
置
の
対
象
外
と
な
る
。

・�

年
度
の
中
途
か
ら
地
域
活
性
化
起
業
人

の
受
入
れ
を
開
始
し
た
場
合
、
月
の
初

日
を
基
準
日
と
し
て
月
割
に
よ
り
計
算

し
た
額
を
上
限
額
と
す
る
。
ま
た
、
受

入
期
間
が
1
年
に
満
た
な
い
年
度
に
お

い
て
も
同
様
と
す
る
。

・�

三
大
都
市
圏
に
本
社
機
能
を
有
す
る
企

業
等
に
所
属
す
る
社
員
で
あ
れ
ば
、
三

大
都
市
圏
外
の
支
社
・
支
店
等
か
ら
地

域
活
性
化
起
業
人
と
し
て
受
入
れ
可
能

だ
が
、
現
に
受
入
自
治
体
の
区
域
に
勤

務
す
る
者
は
特
別
交
付
税
措
置
の
対
象

外
と
な
る
。

・�

地
域
活
性
化
起
業
人
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や

知
見
を
十
分
に
有
し
て
い
る
と
外
形
的

に
判
断
で
き
る
者
と
し
て
い
る
た
め
、

入
社
後
2
年
未
満
の
者
は
特
別
交
付
税

措
置
の
対
象
外
と
な
る
。

さ
ら
に
、本
来
、同
制
度
の
趣
旨
は
「
地

方
圏
へ
の
ひ
と
の
流
れ
を
創
出
」
す
る
も

の
で
あ
る
た
め
、そ
の
制
度
趣
旨
に
則
り
、

「
派
遣
期
間
中
の
主
た
る
勤
務
地
」
の
考

え
方
に
つ
い
て
、「
地
域
活
性
化
起
業
人

の
活
用
に
係
る
Q
＆
A
」
の
一
部
改
正
を

行
い
（
令
和
5
年
6
月
28
日
）、
そ
の
明

確
化
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
本
改
正

通
知
に
お
い
て
、「
派
遣
期
間
中
の
主
た

る
勤
務
地
」
の
要
件
と
し
て
「
毎
月
の
勤

務
日
数
を
対
象
期
間
と
し
て
、
受
入
自
治

体
の
開
庁
日
の
半
分
以
上
を
受
入
自
治
体

の
区
域
内
に
て
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
」

及
び「
派
遣
期
間
中
の
全
期
間
に
お
い
て
、

受
入
自
治
体
の
開
庁
日
の
半
分
を
超
え
て

受
入
自
治
体
の
区
域
内
に
て
業
務
に
従
事

す
る
こ
と
」
と
し
た
）。

地
域
活
性
化
起
業
人
（
企
業
人
材
派

地
域
活
性
化
起
業
人
（
企
業
人
材
派

遣
制
度
）
の
今
後
の
展
望

遣
制
度
）
の
今
後
の
展
望

現
在
、
総
務
省
H
P
に
「
地
域
活
性
化

起
業
人
を
募
集
す
る
地
方
公
共
団
体
リ
ス

ト
」
を
掲
載
し
て
お
り
、
令
和
5
年
6
月

1
日
時
点
で
、
62
件
68
人
の
地
域
活
性
化

起
業
人
へ
の
募
集
が
あ
る
。
ニ
ー
ズ
の
高

い
分
野
と
し
て
は
、「
観
光
振
興
・
観
光
誘

客
対
策
・
D
M
O
設
立
等
」、「
D
X
（
自
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治
体
D
X
・
地
域
D
X
）」、「
地
域
経
済
活

性
化
・
雇
用
対
策
・
人
材
育
成
・
企
業
誘

致
等
」
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
前

述
し
た
派
遣
数
上
位
企
業
の
業
務
分
野
と

も
概
ね
符
合
す
る
。
昨
今
の
市
町
村
が
即

戦
力
と
し
て
求
め
る
分
野
が
理
解
で
き
る
。

ま
た
、
本
年
に
入
り
、
派
遣
数
上
位
企

業
等
約
10
社
に
対
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

を
実
施
し
た
。
同
制
度
へ
の
取
組
状
況
や

ご
意
見
は
各
社
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、

総
じ
て
、
同
制
度
が
近
年
の
社
会
趨
勢
に

適
合
し
て
い
る
と
の
評
価
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
い
く
つ
か
を
こ
こ

で
紹
介
し
た
い
。

・
同
制
度
は
、
企
業
が
地
方
創
生
や
社
会

貢
献
を
進
め
る
に
適
し
た
ス
キ
ー
ム
で

あ
り
、
時
流
に
乗
っ
た
制
度
。
シ
ン
プ

ル
で
使
い
や
す
い
。
今
後
も
継
続
・
拡

大
し
た
い
。

・
利
益
追
求
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
社
員
の
想
い
を
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
が
同
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
。

社
会
貢
献
を
目
的
に
入
社
す
る
社
員
も

少
な
く
な
い
。
我
々
は
、
企
業
価
値
を

高
め
、
社
員
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

社
会
貢
献
す
る
仕
組
み
や
組
織
を
目
に

見
え
る
形
で
作
る
必
要
が
あ
り
、
同
制

度
は
そ
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

・
社
員
が
地
方
で
の
意
思
決
定
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
、
特
に
若
い
社
員
は
貴
重

な
経
験
が
得
ら
れ
る
。
本
人
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
プ
ラ
ス
。

・
企
業
に
は
多
く
の
有
能
な
シ
ニ
ア
が
存

在
す
る
。
同
制
度
は
、
シ
ニ
ア
活
躍
の

場
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
、
地
域
貢

献
で
き
る
仕
組
み
。

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
社
員
を
自
治
体
へ

派
遣
す
る
傾
向
に
同
制
度
は
フ
ィ
ッ
ト

し
た
が
、
一
方
で
、
市
町
村
か
ら
も
多

く
の
要
請
が
あ
っ
た
の
も
事
実
。

・
地
域
活
性
化
起
業
人
が
社
員
の
ま
ま
な

の
で
、
派
遣
先
に
お
い
て
も
企
業
の
ア

セ
ッ
ト
を
有
効
活
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
。

・
地
域
活
性
化
起
業
人
と
し
て
移
住
す
る

こ
と
で
、
地
元
職
員
や
住
民
と
密
接
に

関
わ
り
、
移
住
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た

と
感
じ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
テ
レ

ワ
ー
ク
が
可
能
と
な
り
、
地
方
で
、
本

社
と
自
治
体
の
仕
事
を
両
立
で
き
る
環

境
も
整
っ
た
。

以
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
通
し
、
地
域

活
性
化
起
業
人
が
増
加
し
た
背
景
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
企
業
側
の
事
情
も
影
響

し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
、
市
町

村
側
に
と
っ
て
も
、
地
元
の
観
光
・
飲
食

産
業
の
復
興
や
近
年
の
自
治
体
の
大
き
な

課
題
で
あ
る
Ｄ
Ｘ
等
に
対
し
、
即
戦
力
と

な
る
外
部
人
材
へ
の
大
き
な
期
待
が
あ
っ

た
も
の
と
理
解
が
で
き
た
。

ま
た
、
企
業
側
か
ら
は
、
社
会
貢
献
に

対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
を
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
、
シ
ニ
ア
人
材
の
新
た
な
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
で
の
活
躍
の
場
の
提
供
や
、
社

員
の
人
材
育
成
等
の
機
会
創
出
の
た
め
に
、

同
制
度
を
大
い
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
も

理
解
で
き
た
。
さ
ら
に
は
、
派
遣
さ
れ
た

社
員
が
、
地
方
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

満
足
感
を
得
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
る
姿
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
で
、
市
町
村
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン

グ
な
ど
に
対
す
る
課
題
等
へ
の
ご
要
望
も

あ
り
、
今
後
、
総
務
省
と
し
て
は
、
こ
れ

ら
の
課
題
解
決
に
向
け
鋭
意
検
討
を
深

め
、
同
制
度
の
さ
ら
な
る
活
用
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
町
村
や
企
業
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
て

は
、
引
き
続
き
ご
意
見
等
を
当
省
に
寄
せ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
併
せ
て
同
制
度
の

積
極
的
な
活
用
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

お
問
合
せ
先

総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ

地
域
自
立
応
援
課

担
当
：
小
鍋
理
事
官
、
手
塚
係
長

電
話
：
0
3-

5
2
5
3-

5
3
9
2

メ
ー
ル
：�ch

iik
ik
a
sseik

a
1@

soum
u.go.jp
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公
共
交
通
の
課
題

智
頭
町
は
鳥
取
県
の
東
南
部
の
県
境
に
位

置
す
る
中
山
間
地
域
で
、
近
年
過
疎
高
齢
化

が
進
み
、
高
齢
化
率
は
40
％
を
越
え
、
総
面

積
の
93
％
を
山
林
が
占
め
て
い
ま
す
。

狭
隘
な
平
地
に
走
る
深
い
谷
合
い
に
集
落

が
点
在
し
て
お
り
、
町
の
中
心
部
ま
で
車
で

20
分
ほ
ど
か
か
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

公
共
交
通
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
す
ぎ
っ
子
バ
ス
」
が
定
時
定
路
線
で
各
谷

を
走
っ
て
い
ま
し
た
が
、
1
～
2
時
間
に
1

本
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
、
よ

り
細
か
な
谷
に
は
入
れ
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
行
政
手
続
き
等
を
行
う
た
め
の
住
民
の

交
通
利
便
性
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
の
導
入

そ
の
よ
う
な
中
で
鳥
取
県
か
ら
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
事
業
の
一
環
と
し
て
コ
ネ
ク

テ
ッ
ド
カ
ー
導
入
補
助
金
の
話
を
い
た
だ

▲モバイル Wi-Fi ルータを搭載したコネクテッドカー。遠距離でも行政サービスの提供が可能

▲災害時には現地対策本部の拠点となる
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智ち

頭づ

町ち
ょ
う

鳥
取
県

住
民
と
共
に
築
く

　
　
　
　
デ
ジ
タ
ル
ま
ち
づ
く
り
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き
、
町
長
の
即
断
で
導
入
の
検
討
が
始
ま
り

ま
し
た
。

車
両
に
通
信
機
器
を
搭
載
し
、
役
場
あ
る

い
は
保
健
セ
ン
タ
ー
と
接
続
し
て
、
一
体
ど

ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
の
皆
さ
ま
へ
提
供
す

る
の
か
。ア
イ
デ
ア
検
討
で
活
躍
し
た
の
が
、

役
場
若
手
職
員
で
構
成
さ
れ
る
「
情
報
化
推

進
チ
ー
ム
」
で
し
た
。
行
政
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に

対
応
す
る
た
め
、
各
課
横
断
的
な
情
報
共
有

と
意
見
交
換
、
情
報
化
事
業
推
進
の
実
動
部

隊
と
し
て
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
す
。

行
政
手
続
き
の
ほ
か
、
福
祉
、
防
災
、
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
出
さ

れ
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

シ
ス
テ
ム
、
機
材
を
集
約
し
、
予
算
化
、
事

業
化
を
進
め
ま
し
た
。

一
方
で
、
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
の
活
用
に

つ
い
て
広
く
住
民
の
皆
さ
ま
の
ア
イ
デ
ア
や

構
想
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
智
頭
町
が
誇
る

住
民
自
治
組
織
「
智
頭
町
百
人
委
員
会
」
へ

情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

効
果
と
課
題

車
両
は
ミ
ニ
バ
ン
・
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
を

ベ
ー
ス
に
車
内
架
装
を
自
由
に
変
更
で
き
る

改
造
を
施
し
、
通
信
に
は
キ
ャ
リ
ア
５
Ｇ
モ

バ
イ
ル
ワ
イ
フ
ァ
イ
ル
ー
タ
に
よ
り
閉
域
網

で
セ
キ
ュ
ア
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

こ
と
で
、
行
政
系
シ
ス
テ
ム
へ
ど
こ
か
ら
で

も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
小
回
り
の
き
く
車
両
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
バ
ス
が
入
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
細
か
な
谷
合
い
の
集
落
ま
で

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張

申
請
、
ロ
コ
モ
・
フ
レ
イ
ル
予
防
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
健
康
相
談
、
防
災
現
地
対
策
本
部
車

両
と
し
て
の
活
用
、
集
落
公
民
館
や
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

現
在
智
頭
町
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
率
は
88
％
（
う
ち
交
付
率
76
％
）（
令

和
5
年
5
月
1
日
現
在
）、
国
の
ポ
イ
ン
ト

制
度
と
も
相
ま
っ
て
徐
々
に
向
上
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

最
も
反
響
が
あ
っ
た
の
が
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体

験
で
す
。
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
お
披
露
目
会

（
Ｒ
４
・
4
月
に
開
催
）
で
は
地
域
の
高
齢

者
の
皆
さ
ま
が
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
別
の
イ

ベ
ン
ト
で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

た
際
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
殺
到
し
、
大

賑
わ
い
で
し
た
。
ゲ
ー
ム
の
力
は
ス
ゴ
い
で

す
ね
！

こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
即
座
に
配
信

す
る
な
ど
、
情
報
発
信
に
も
一
役
買
っ
て
い

ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
住
民
の
皆
さ

ま
の
認
知
度
が
低
い
と
い
う
こ
と
、
行
政
内

外
部
か
ら
の
活
用
ア
イ
デ
ア
の
発
出
に
乏
し

▲

 

住
民
の
移
動
距
離
を
短
縮
化
す
る
た
め
、
集
落
公
民
館
へ
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
を
配
置
し
て
役
場 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
と
接
続
。
そ
の
場
で
行
政
手
続
き
や
介
護
予
防
事
業
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
体
験
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
認
知
度
向
上
に
も
努
め
て
い
る
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い
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
住
民
の
課
題
解
決

ツ
ー
ル
と
し
て
さ
ら
な
る
活
用
推
進
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
展
開

今
後
選
挙
時
の
期
日
前
投
票
所
と
し
て
コ

ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
の
活
用
を
検
討
し
て
お

り
、
投
票
率
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
現
時
点
で
実
験
的
な
運
用
し
か
で
き
て

い
ま
せ
ん
が
、
智
頭
病
院
の
医
師
や
療
法
士

等
と
接
続
し
て
、
健
康
相
談
の
実
施
、
さ
ら

に
進
め
て
健
康
診
断
な
ど
を
実
装
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

他
市
町
村
で
の
活
用
例
を
見
れ
ば
、
簡
単

な
移
動
販
売
、
ス
マ
ホ
教
室
な
ど
、
す
ぐ
に

で
も
行
え
そ
う
な
取
組
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

２
０
２
２
夏
の
Ｄ
ｉｇ
ｉ
田
甲
子
園

本
町
の
取
組
が
鳥
取
県
予
選
を
経
て
全
国

大
会
に
ま
で
出
場
で
き
た
の
は
、
光
栄
な
こ

と
で
し
た
。

全
国
大
会
で
は
各
市
町
村
１
分
動
画
を
制

作
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と

に
か
く
時
間
が
少
な
い
中
で
、
智
頭
町
に
移

住
し
て
こ
ら
れ
た
方
と
東
京
で
動
画
制
作
の

会
社
を
営
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、
地
元
大

学
職
員
の
３
名
と
、
上
述
の
情
報
化
推
進

チ
ー
ム
に
よ
る
即
席
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち

上
が
り
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
フ
ル
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
で
の
紹
介
動
画
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。

https://w
w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/

digitaldenen/archives/koushien/

chiiki/tottori.htm
l

残
念
な
が
ら
受
賞
に
は
い
た
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
背
景
や
特
徴
な
ど
非
常
に
わ
か
り

や
す
く
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
場

を
借
り
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
が
つ
な
い
で
く
れ
た
人
脈
は
、
こ
れ

か
ら
も
智
頭
町
に
と
っ
て
の
大
切
な
関
係
人

口
と
な
り
ま
す
。

ま
と
め

国
が
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
る
デ
ジ
タ

ル
化
で
す
が
、
日
々
進
化
し
続
け
る
技
術
と

は
裏
腹
に
、
過
疎
化
が
進
む
中
山
間
地
域
に

暮
ら
す
高
齢
者
の
多
く
が
置
き
去
り
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

誰
し
も
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
享
受
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
格

差
を
埋
め
る
接
着
剤
と
し
て
我
々
自
治
体
職

員
が
高
く
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
限
ら
れ
た
予

算
と
人
材
を
効
率
的
に
投
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
共
に
、
外
部
の
組
織
や
人
材
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
う
ま
く
地
域
で
展
開
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
必
須
で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
す
。

そ
の
例
と
し
て
最
後
に
智
頭
町
が
取
り
組

▲

Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
田
甲
子
園
へ
応
募
し
た
際
の
取
組
紹
介
動
画
。
移
住
者
等
の
即
席
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
制
作
し
た
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む
Ｄ
Ｘ
事
業
を
い
く
つ
か
紹
介
し
、
今
回
の

結
び
と
し
ま
す
。

１
．��

Ａ
Ｉ
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー�

「
の
り
り
ん
」
登
場
！

冒
頭
述
べ
た
す
ぎ
っ
子
バ
ス
は
令
和
４
年

度
末
を
も
っ
て
公
共
交
通
の
役
目
を
終
え
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
す
ぎ
っ
子

バ
ス
に
代
わ
る
新
た
な
公
共
交
通
体
系
が
Ａ

Ｉ
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
「
の
り
り
ん
」
で
す
。

住
民
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
家
用
車
で
送
迎
す

る
と
い
う
共
助
交
通
の
仕
組
み
で
あ
り
、
予

約
に
は
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
を
活
用
し
、
運
行
制

御
を
Ａ
Ｉ
が
行
い
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
導
入
ベ
ン
ダ
ー
と
大
手

キ
ャ
リ
ア
の
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
を
融
合
し
、
智

頭
町
独
自
の
交
通
体
系
を
構
築
し
、
利
便
性

向
上
、
福
祉
増
進
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
創

出
を
目
指
し
ま
す
。

２
．���

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
で
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
活
用
「
デ
ジ
タ
ル
健
康
脳

測
定
会
事
業
」
！

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
に
搭
載
さ
れ
た
脳
ト
レ
ア

プ
リ
や
、
町
内
各
所
で
行
わ
れ
て
い
る
健
康

体
操
、
ミ
ニ
デ
イ
で
町
民
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー

タ
を
収
集
、
分
析
し
、
健
康
意
識
の
醸
成
や
、

分
析
デ
ー
タ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
新
し
い
コ

ン
テ
ン
ツ
の
端
末
搭
載
を
目
指
す
事
業

で
す
。

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
を
使
え
ば
使
う
ほ
ど

デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
、
ど
ん
な
コ
ン
テ

ン
ツ
が
「
刺
さ
る
」
か
を
解
析
し
ま
す
。

デ
ー
タ
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
で
、

サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
に
よ
る
提
案
も
期
待

で
き
ま
す
。

３
． ��

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
自

治
体
と
の
融
合
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
デ
ジ
タ
ル

村
民
の
夜
明
け
事
業
」
！

日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に
加

盟
す
る
鳥
取
県
智
頭
町
と
静
岡
県
松

崎
町
と
の
広
域
連
携
事
業
で
す
。
美

し
い
村
な
ら
で
は
の
景
観
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
作
品
や
、
美

し
い
村
で
し
か
体
験
で
き
な
い
権
利
を

「
Ｎ
Ｆ
Ｔ
（
唯
一
無
二
で
あ
る
こ
と
が

保
証
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
暗
号
資
産
）」
と
し

て
発
行
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
で
管
理
し

ま
す
。

購
入
者
は
デ
ジ
タ
ル
村
民
と
し
て
認
定
さ

れ
、さ
ま
ざ
ま
な
特
典
が
付
与
さ
れ
る
ほ
か
、

地
域
に
お
け
る
新
た
な
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
画
で
き
る
権
利
が
与
え
ら
れ
ま

す
。
デ
ジ
タ
ル
村
民
自
ら
が
提
案
者
と
な
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

美
し
い
村
を
守
り
続
け
て
い
く
活
動
が
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
に
よ
り
、
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
へ
。

�

鳥
取
県
智
頭
町　

企
画
課　

松
村　

陽
平

▲図１　乗り合いタクシー「のりりん」概要。住民ドライバーが自家用車で送迎する

＜NFTインセンティブ＞
・子育て体験入園権
・棚田オーナー権
・美しい村ギフト
・共通割引権
（森林セラピー、民泊、温泉入湯）

NFT購入
NFT発行

インセンティブ提供

美しい村DAO参画権

地域課題解決プロジェクト
【提案・参加】

地域住民・商店 デジタル村民

＜DAOの取組＞
・新規プロジェクトの提案、運営
・新規NFT発行
・新規インセンティブの提案

自律的好循環の
具体化に向けた
事業の実施

デジタル村民（＝ファン）が購入する美しい村発行のNFT収入による事業の自走を見込む。
また、ブロックチェーン技術を使ったDAO方式での相互互恵関係は、参画組織、団体にお
ける人的リソースの軽減と、様々な立場からの知見の吸収、発展、深化を可能とし、「日本
で最も美しい村」連合加盟町村のブランド力につながるとともに、この取組をとおした新し
い社会フレームが、日本の農山漁村における自律的好循環形成の最適なモデルとなる。

・少子化、人口流出
・後継者不足
・商工業衰退
・雇用
・教育、福祉、、、etc

▲図３　�村の景観をモチーフとした作品等をNFTとして販売し、
その収入による事業の自走を見込む

▲図２　町民のバイタルデータを収集・分析。新しいコンテンツ作成に活かす
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町 村 週 報（第三種郵便物認可）

情　報

全国町村会は、町村等職員の厚生に資することを目的として、本会と生命保険会社で団体契約
を結び、「任意生命保険」、「任意医療保険」、「任意収入補償保険」を実施しております。ぜひ、
この機会にご加入をご検討ください。

生命 医療 収入補償 保険のご案内

『町村等職員だからこそ』受けられるメリットがあります
任意生命保険・任意医療保険・任意収入補償保険（共通）

　○ 団体割引による低廉な保険料
「任意生命保険」申込保険金額1,000万円当たりの負担額（例）

任意生命保険・任意医療保険 
⃝新型コロナウイルス感染症に対応  
⃝付帯サービス「N-コンシェルジュ」の魅力

任意生命保険 
⃝最低保険金額200万円から加入可能
⃝ご加入キャンペーン特典 

任意収入補償保険 
⃝ ケガや病気で働けなくなった場合の収入

を最大65歳まで長期に補償 
⃝精神障害も最長24カ月補償

保障 (補償) 内容ご案内ムービー 【各5分】 

制度内容・お申込み手続きに関するお問合せ先
0120-375-696　日本生命
0120-500-826　あいおいニッセイ同和損保

医療生命
収入補償

医療生命 収入補償

※お問合せの際には、団体名「全国町村会」をお知らせください
〈受付時間〉 月～金曜日（祝日を除く）9 ： 00 ～ 17 ： 00

次回募集は令和 5 年 10 月から開始

月払掛金 実質負担金額

男性

22歳 1,200円 1,049円

30歳 1,200円 1,049円

36歳 1,430円 1,250円

41歳 1,790円 1,565円

女性

22歳 810円 708円

30歳 810円 708円

36歳 1,150円 1,005円

41歳 1,350円 1,180円
（※）月払掛金に直近３年間の平均配当還元率約12.6％を加味した概算金額です
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公
園
命
名
権
、
Ｎ
Ｆ
Ｔ
販
売
　�

�

観
光
商
社
が
西
川
町
と
連
携
、
全
国
初

総
合
観
光
商
社
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ（
東
京
、

百
木
田
康
二
社
長
）
は
31
日
、
西
川
町
、
非
代
替

性
ト
ー
ク
ン（
Ｎ
Ｆ
Ｔ
）市
場
を
運
営
す
る
メ
デ
ィ

ア
エ
ク
イ
テ
ィ
（
東
京
、
椛
島
誠
一
郎
社
長
）
と

連
携
し
、
同
町
内
の
公
園
の
命
名
権
を
Ｎ
Ｆ
Ｔ
化

し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
販
売
す

る
と
発
表
し
た
。

実
在
す
る
自
治
体
の
公
園
の
命
名
権
を
、
Ｎ
Ｆ

Ｔ
と
し
て
販
売
す
る
の
は
全
国
初
と
い
う
。
対
象

は
同
町
水
沢
の
道
の
駅
に
し
か
わ
に
隣
接
す
る
公

園
。
国
道
沿
い
で
多
く
の
来
園
者
が
見
込
ま
れ
る

た
め
対
象
と
し
た
。
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、
メ
デ
ィ

ア
エ
ク
イ
テ
ィ
が
運
営
す
る
サ
イ
ト
で
、
1
日
午

後
7
時
か
ら
10
日
午
後
9
時
59
分
ま
で
行
い
、
個

人
の
ほ
か
法
人
も
参
加
で
き
る
。
最
高
額
を
提
示

し
た
落
札
者
に
命
名
権
が
与
え
ら
れ
、
落
札
者
が

考
え
た
名
前
の
看
板
が
同
公
園
に
後
日
設
置
さ

れ
る
。

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
が
同
町
な
ど
に
提
案
し

た
。
同
社
の
担
当
者
は
「
西
川
町
は
町
民
一
体
と

な
っ
て
活
性
化
に
取
り
組
み
魅
力
あ
る
町
。
知
名

度
を
向
上
さ
せ
、関
係
人
口
創
出
に
つ
な
げ
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

�

（
山
形
新
聞
・
2
0
2
3
年
9
月
1
日
）

学
校
に
あ
っ
た
備
品
、
譲
り
ま
す
　�

�

飯
綱
の
旧
三
水
第
二
小
　
27
日
に

閉
校
し
た
小
学
校
を
活
用
し
た
長
野
県
上
水
内

郡
飯
綱
町
の
複
合
施
設
「
い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｔ
」
で
27
日
、
学
校
時
代
に
使
わ
れ
て
い
た
備
品

の
無
償
譲
渡
会
が
開
か
れ
る
。
3
階
は
現
在
も
閉

校
時
の
ま
ま
の
状
態
で
、
改
修
す
る
前
に
地
元
住

民
に
備
品
を
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
。

ス
ピ
ー
カ
ー
付
き
の
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
の

時
計
、
家
庭
科
室
に
あ
っ
た
大
量
の
食
器
、
や
や

年
季
の
入
っ
た
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
…
。
町
職
員
た
ち

が
片
付
け
を
し
た
23
日
、
3
階
の
廊
下
に
譲
渡
さ

れ
る
備
品
が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
。
音
楽
室
に
置
か

れ
た
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
も
無
償
譲
渡
の
対
象
だ
。

2
0
１
８
年
3
月
閉
校
の
旧
三
水
第
二
小
を
活

用
し
た
施
設
は
20
年
に
オ
ー
プ
ン
。
１
、
2
階
に

は
建
設
会
社
や
シ
ー
ド
ル
の
醸
造
所
な
ど
3
社
と

二
つ
の
飲
食
店
が
入
り
、
用
意
し
た
部
屋
が
全
て

埋
ま
っ
た
。
本
年
度
中
に
3
階
の
音
楽
準
備
室
や

放
送
室
、
家
庭
科
室
な
ど
を
六
つ
の
テ
ナ
ン
ト
向

け
に
、
音
楽
室
を
テ
レ
ワ
ー
ク
や
研
修
が
で
き
る

会
議
室
に
改
装
す
る
計
画
。
来
年
４
月
か
ら
の
入

居
者
の
募
集
が
始
ま
っ
て
お
り
、
既
に
県
外
の
１

社
が
検
討
中
と
い
う
。

町
企
画
課
は
「
思
い
出
の
品
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

て
い
る
。
施
設
が
あ
る
赤
東
地
区
の
住
民
は
午
前

９
時
か
ら
、
町
内
在
住
者
は
午
前
10
時
半
か
ら
、

町
外
在
住
者
は
午
後
１
時
か
ら
。
先
着
順
で
、
物

品
の
運
搬
な
ど
に
か
か
る
費
用
は
受
け
取
る
人
が

負
担
す
る
。

�

（
信
濃
毎
日
新
聞
・
2
0
2
3
年
8
月
24
日
）

つ
る
ぎ
町
が
舞
台
の
ス
マ
ホ
用�

�

R
P
G
ゲ
ー
ム
、
23
年
秋
か
ら
町
が
開
発

つ
る
ぎ
町
は
今
秋
か
ら
、
町
を
舞
台
に
し
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
イ
ン
グ
ゲ
ー
ム

（
R
P
G
）
の
開
発
を
始
め
る
。
町
民
だ
け
で
な

く
町
に
関
心
の
あ
る
人
を
募
っ
て
ゲ
ー
ム
の
構
想

段
階
か
ら
関
わ
っ
て
も
ら
い
、
関
係
人
口
の
拡
大

も
狙
う
。
本
年
度
中
に
詳
細
な
内
容
を
固
め
、
来

年
度
中
の
完
成
を
目
指
す
。
町
に
よ
る
と
、
ス
マ

ホ
向
け
の
ご
当
地
ゲ
ー
ム
を
作
る
の
は
県
内
自
治

体
で
初
め
て
。
ゲ
ー
ム
を
普
及
さ
せ
て
町
の
知
名

度
を
上
げ
、
観
光
客
の
滞
在
時
間
増
加
や
消
費
拡

大
を
図
る
。

ゲ
ー
ム
で
は
、
モ
ン
ス
タ
ー
と
の
戦
い
や
登
場

人
物
と
の
出
会
い
な
ど
を
通
じ
て
物
語
を
進
め

る
。
拡
張
現
実
（
A
R
）
技
術
や
ス
マ
ホ
の
位
置

情
報
を
活
用
。
剣
山
や
道
の
駅
・
貞
光
ゆ
う
ゆ
う

館
と
い
っ
た
現
実
の
ス
ポ
ッ
ト
を
ゲ
ー
ム
内
の
世

界
に
見
立
て
て
楽
し
む
計
画
だ
。

開
発
に
向
け
、
町
内
外
の
高
校
生
～
40
代
を
20

人
程
度
、
今
月
中
旬
ま
で
募
集
。
10
～
12
月
に
4

回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て
企
画
を
進
め

る
。
ゲ
ー
ム
に
盛
り
込
む
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ス
ト
ー

リ
ー
の
発
案
を
通
じ
て
、
町
へ
の
理
解
や
愛
着
を

深
め
て
も
ら
う
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
4
、
5
人
ず
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
企
画
案
を
作
成
し
、
最
も
評

価
が
高
か
っ
た
も
の
を
採
用
す
る
。そ
の
後
、ゲ
ー

ム
制
作
会
社
に
制
作
を
依
頼
す
る
。
事
業
費
は

１
８
5
0
万
円
。
町
は
参
加
者
の
中
か
ら
地
域
の

担
い
手
や
活
性
化
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
発
掘
し
、
育

成
に
つ
な
げ
た
い
考
え
。

ゲ
ー
ム
の
開
発
は
、
昨
年
11
月
～
今
年
2
月
に

高
知
市
で
開
か
れ
た「
D
A
I
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
同
町
が
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。
課
題
を

抱
え
た
自
治
体
に
対
し
て
四
国
の
若
手
会
社
員
ら

が
解
決
策
を
提
案
す
る
取
り
組
み
で
、
町
職
員
ら

20
人
が
「
生
産
年
齢
人
口
の
割
合
を
高
め
る
新
た

な
定
住
促
進
策
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ア
イ
デ
ア
を

考
案
す
る
中
で
、
構
想
が
浮
か
ん
だ
。

交
流
促
進
課
の
三
木
幸
枝
課
長
補
佐
は
「
ゲ
ー

ム
開
発
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
町
の
魅
力
を
再
発

見
し
て
も
ら
い
た
い
」と
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

�

（
徳
島
新
聞
・
2
0
2
3
年
9
月
3
日
）

農
産
物
を
地
元
飲
食
店
な
ど
と
マ
ッ
チ
ン
グ
　

南
阿
蘇
村
、
専
用
ア
プ
リ
で
実
証
実
験
　��

24
年
度
の
本
格
導
入
を
目
指
す

南
阿
蘇
村
と
凸
版
印
刷
（
東
京
）
は
28
日
、
村

内
の
農
家
と
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
な
ど
の
事
業
者

を
専
用
ア
プ
リ
で
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
実
証
実
験
を

始
め
た
。
地
元
農
産
物
の
購
入
手
段
が
分
か
ら
な

い
と
い
っ
た
事
業
者
の
声
を
踏
ま
え
、
流
通
の
効

率
化
を
図
る
。
2
0
2
４
年
3
月
ま
で
実
証
に
取

り
組
み
、
来
年
度
の
本
格
導
入
を
目
指
す
。

地
域
内
の
農
産
物
の
需
給
を
可
視
化
し
、
地
産

地
消
を
進
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
同
社
が
開
発

し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
ジ
モ
ノ
ミ
ッ
ケ
！
」

を
活
用
。
利
用
者
は
需
給
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
登
録
し
、
直
接
農
産
物
を
入
落

札
で
き
る
。マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
た
農
産
物
は
、

専
用
の
配
達
員
が
農
家
か
ら
回
収
し
事
業
者
に
納

品
す
る
仕
組
み
。

同
村
で
は
、
近
隣
市
町
村
も
含
め
20
生
産
者
と

事
業
者
30
社
の
参
加
が
目
標
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
新
た
に
花
き
な
ど
の
品
目
を
設
け
、
売
り
上

げ
や
値
動
き
を
確
認
す
る
機
能
も
追
加
し
た
。
村

農
政
課
は
「
こ
れ
ま
で
は
、
い
っ
た
ん
村
外
の
市

場
に
出
た
農
産
品
を
村
内
の
事
業
者
が
購
入
す
る

な
ど
、
コ
ス
ト
や
手
間
が
発
生
し
て
い
た
。
ア
プ

リ
を
う
ま
く
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い
る
。

凸
版
印
刷
に
よ
る
と
、
30
年
度
ま
で
に
全
国
50

カ
所
で
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
導
入
を
目
指
し
て
お

り
、
自
治
体
間
で
の
広
域
連
携
も
模
索
し
て
い
る
。

�

（
熊
本
日
日
新
聞
・
2
0
2
3
年
8
月
29
日
）

https://47gyosei.jp/

本
コ
ー
ナ
ー
の
記
事
は
施
策
立
案
に

も
役
立
つ
　
「
４７
行
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」の

許
諾
を
受
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す
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若
く
し
て
町
長
と
い
う
職
責
を
い
た
だ

い
て
か
ら
５
年
。
一
歩
一
歩
、
一
進
一
退

苦
闘
し
な
が
ら
も
、
町
の
課
題
を
本
質
的

に
捉
え
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、
ま
た

は
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
、
改
善
改
革
を
行

い
、
将
来
へ
つ
な
い
で
い
く
と
い
う
基
本

姿
勢
を
貫
き
続
け
、
町
民
や
関
係
者
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

私
は
、
大
学
進
学
を
機
に
東
京
へ
一
旦

出
ま
し
た
が
、
土
の
に
お
い
の
す
る
場
所

で
生
き
、
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
思
い
、

ま
た
家
族
の
願
い
も
あ
り
、
12
年
前
、
故

郷
の
津
南
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。
以

来
、
町
政
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
現
在
で
も
、
全
国
で
女
性
の
市
区

町
村
長
は
、
極
め
て
少
数
派
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
自
身
の
経
験
か
ら
感
じ
ま
す

の
は
、
首
長
は
男
女
関
係
な
く
務
め
ら
れ

る
や
り
が
い
の
大
き
な
仕
事
で
す
。
経
済

や
政
治
分
野
に
お
け
る
女
性
活
躍
の
身
近

な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
増
え
る
こ
と
を
期
待

す
る
も
の
で
す
。

津
南
町
は
、日
本
一
の
豪
雪
地
帯
で
す
。

こ
の
「
雪
」
が
、豊
富
で
清
ら
か
な
「
水
」

と
な
り
、
ア
ー
ト
に
も
似
た
９
段
の
河
岸

段
丘
の
「
大
地
」
を
し
っ
か
り
潤
し
ま
す
。

そ
ん
な
自
然
を
敬
い
、
自
然
に
育
ま
れ
、

自
然
と
と
も
に
生
き
る
町
、
津
南
。
私
た

ち
は
、
町
の
原
点
を
し
っ
か
り
見
つ
め
る

こ
と
で
、
次
の
時
代
を
描
き
出
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。

人
口
は
9
千
人
を
割
り
、
多
く
の
地
方

同
様
、
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
何
も
努
力
せ
ず
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
せ
ず
、
た
だ
穏
や
か
に
衰
退
し
て
い

く
道
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
町
の
ア
セ
ッ

ト
を
活
か
し
て
、
し
っ
か
り
と
特
徴
を
出

し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
道
を
選
び
、

歩
ん
で
い
ま
す
。

町
の
産
業
は
、
農
業
、
建
設
業
、
非
鉄

金
属
製
造
業
が
３
大
産
業
で
す
。
な
か
で

も
農
業
は
、
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
国
営

事
業
で
開
拓
さ
れ
た
優
良
な
農
地
基
盤

を
活
か
し
て
、
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
は

じ
め
と
す
る
米
だ
け
で
な
く
、
園
芸
に
も

力
を
入
れ
、
そ
の
ほ
か
畜
産
や
き
の
こ
な

ど
、
複
合
経
営
の
か
た
ち
が
確
立
さ
れ
て

い
ま
す
。

最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
は
、
農
業

法
人
の
新
規
設
立
が
増
え
、
世
代
交
代

に
よ
り
新
た
な
人
材
も
入
り
、
そ
れ
に
伴

い
、
新
し
い
技
術
の
導
入
も
進
み
、
農
業

の
ス
マ
ー
ト
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
12
月

に
は
、新
潟
県
で
初
の
開
催
と
な
る
「
米
・

食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会 

in
つ
な
ん
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
を
機

に
、
魚
沼
米
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
生
産
者

や
販
売
者
が
国
内
外
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
し
て
い
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
期
待
し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

ま
た
、
雪
下
に
ん
じ
ん
な
ど
特
色
あ
る

野
菜
の
認
知
度
を
上
げ
、
付
加
価
値
を
つ

け
て
い
く
た
め
に
、
ゴ
デ
ィ
バ
ジ
ャ
パ
ン

や
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
エ
ア
ー
ジ
ャ
パ
ン

な
ど
と
官
民
連
携
を
進
め
、
商
品
開
発
や

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
ま
す
。
町

の
強
み
を
交
渉
材
料
に
、
企
業
や
周
辺
自

治
体
と
連
携
を
進
め
て
い
く
い
わ
ゆ
る
小

国
と
し
て
の
外
交
戦
略
と
申
し
ま
し
ょ
う

か
。
私
は
、
町
村
の
発
展
に
は
ま
だ
ま
だ

や
り
方
は
あ
る
と
信
じ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
す
。

加
え
て
、
農
業
を
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進

め
る
た
め
、
農
地
基
盤
へ
の
情
報
通
信
環

境
整
備
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

生
産
振
興
、
構
造
政
策
と
い
う
車
の
両
輪

に
加
え
て
、
Ｄ
Ｘ
を
進
め
、
農
業
の
可
能

性
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

農
業
だ
け
で
な
く
、
今
後
も
見
据
え
、

人
口
減
少
が
如
実
に
な
る
な
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
産
業
を
ど
の
よ
う
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏

ん
で
伸
ば
せ
る
か
、
可
能
性
の
分
析
を
し

な
が
ら
、
町
の
企
業
訪
問
を
し
て
ご
意
見

を
お
伺
い
す
る
活
動
も
重
ね
て
い
ま
す
。

食
の
産
業
は
、
現
在
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や

香
港
を
は
じ
め
海
外
展
開
中
の
日
本
酒
な

ど
を
起
点
に
、
他
の
産
品
も
だ
ん
だ
ん
と

海
外
販
路
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
た
い
で

す
。
宿
泊
、
お
土
産
、
体
験
型
サ
ー
ビ
ス

も
、
官
民
連
携
を
進
め
る
な
か
で
、
国
内

旅
行
、
海
外
旅
行
に
組
み
込
ん
で
も
ら

う
な
ど
産
業
と
し
て
活
性
化
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

津
南
町
は
合
併
せ
ず
自
律
の
町
を
選
択

し
て
、
も
う
す
ぐ
20
年
が
経
過
し
ま
す
。

こ
の
間
の
環
境
変
化
は
激
し
い
と
言
っ
て

良
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
10
年
、

何
で
税
収
を
上
げ
、
何
よ
り
も
大
切
な
町

民
の
福
祉
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

か
。
足
元
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
の
先
の

津
南
へ
、
し
っ
か
り
と
舵
を
取
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

ゆ
き 
み
ず 

だ
い
ち 

つ
な
ん
ま
ち
　

私
た
ち
の
挑
戦

桑く
わ

原ば
ら　

　

悠は
る
か

新
潟
県
津つ

南な
ん

町
長
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